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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ぱちっと 

機能性関与成分名 ビルベリー由来アントシアニン、ルテイン 

表示しようとする

機能性 

本品に含まれるビルベリー由来アントシアニン、ルテイ

ンには以下の機能が報告されています。 

【ビルベリー由来アントシアニン】目のピント調整力を

助け、眼の疲労感を軽減する。 

【ルテイン】ブルーライトの光刺激から目を守る黄斑色

素を増やすことで、視野のかすみやぼやけ(コントラス

ト感度）を改善し、眩しさから回復する目の調整力（グ

レア回復）を改善する。 

 

２．作用機序 

【ビルベリー由来アントシアニン】 

近見作業等を継続すると水晶体の調節に関わる毛様体筋などが緊張し、活性

酸素が産生されるとともに微小炎症が誘導され、眼の疲労感が形成される [1]。

ビルベリー由来アントシアニン（VMA）は抗酸化能を有することが知られており

[2]、ヒト網膜上皮培養細胞において、VMA が活性酸素やブルーライト照射によ

る細胞傷害を抑制することが確認されていることから[3]、眼組織に到達した

VMAは毛様体筋の緊張を和らげ、活性酸素の除去や炎症の改善を行うことにより

眼の疲労感を緩和すると考えられる[1,4]。 

ピント調節にはレンズの役割をする水晶体が深く関わっており、近見作業を

継続すると水晶体を調節する毛様体筋が緊張してピント調節機能が低下する。

研究レビューの対象となった試験において HFC発現頻度の評価で用いられてい

る AA-2は、他覚的に毛様体筋の緊張を定量化できるソフトウェアであり、試

験の結果から VMAを摂取することによりスマートフォンやパソコンの使用など

の近見作業に伴う毛様体筋の緊張が緩和すると考えられる[1,4]。また、VMAは

眼組織に分布することが確認されており[5]、毛細血管機能を改善する作用を

有することから[6]、毛様体筋において血流を改善することにより毛様体筋の

緊張を緩和して、ピント調節機能を維持すると考えられる。さらに、ピント調

節に関わる瞳孔の活動の指標である縮瞳率が改善していたことから、瞳孔の調

節に関わる瞳孔括約筋においても同様な働きをしていることが考えられる

[7]。 

 研究レビューの採用文献は試験系としてビルエリーエキスの機能性が評価さ

れているが、ビルベリーエキスの同等性の基準をビルベリー由来アントシアニ

ンの含有量および組成比としており、機能性に関与する成分をビルベリー由来
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アントシアニンとしていることから[1,4,7,8]、機能性はビルベリー由来アン

トシアニンに寄与すると考えた。本品に含有されるビルベリー由来アントシア

ニンも研究レビューの採用文献と同等の含有量および組成比であることから、

機能性関与成分をビルベリー由来アントシアニンとした。 

【ルテイン】 

食物等から摂取したルテインは、アルブミンやアポタンパク質などと複合体

を形成して血流中を運ばれ、肝臓、眼、皮膚、脂肪組織、赤血球など生体内に広

く分布する[89]。視覚の中枢を担う網膜およびその中心にある黄斑には、ルテイ

ンに高い親和性を有するキサントフィル結合タンパクである steroidogenic 

acute regulatory domain (StARD)タンパクに属する StARD3[10]が高発現して

おり、血流中を運ばれてきたルテインが蓄積される。ルテインはその特徴的な構

造として長鎖共役二重結合を有しており、生体にとって傷害性のある一重項酸

素やラジカルの反応性を消失させて、生体内で抗酸化物質として重要な役割を

果たしている[9,11]。また、ブルーライトを吸収する性質があり、エネルギー強

度の高いブルーライトによる傷害から生体を保護する役割もあると考えられて

おり[9,12-14]、動物モデルでの検討において、ルテインの摂取により黄斑色素

量が増加した群は、コントロール群に比べてブルーライトによる目のダメージ

が減少することが確認されている[15]。以上のことから、ルテインを摂取すると

網膜の黄斑色素が定常状態になるまで補われ、蓄積したルテインによって、ブル

ーライトなどの光刺激が網膜に到達するのが抑えられたり、光刺激によって発

生した一重項酸素などの反応性が消失させられることにより、光の刺激から目

が保護されることが期待される。 

コントラスト感度は色の濃淡や視覚の対象物の輪郭を調整・判別する力であ

り、コントラスト感度が低下して色の濃淡や視覚の対象物の輪郭が分かりにく

くなった場合は視覚の対象物がかすんで見えたり、見えにくく感じることがあ

る [16，17]。ヒトの目に見える光はおよそ 380-780nmの波長を有している

が、光は波長（色）によりレンズ等における屈折率が異なるため、色収差

（chromatic aberration）と呼ばれる色ずれ（ぼやけの一因）が生じることが

ある。また、大気中における光の散乱や眼球に入射した光の散乱によっても、

目に映る画像がかすんだりぼやけたりすることがある[14]。ルテインはブルー

ライトに代表される短波長側の光（400-500nm）を吸収する性質があり、短波

長側の光によって生じる色収差や光の散乱などによって生じる画像の乱れを是

正し、健常人において視覚の対象物がはっきり見えるようにコントラスト感度

を改善すると考えられる[18-20]。 

 グレア感度は、グレアへの順応力・回復力を評価した指標である。グレアと

は眩輝や眩惑ともいわれ、視標の近くに高輝度の光源がある場合に眩しさによ

り視標の視認性が下がってしまう現象のことで、長・中波長よりも短波長（青

色光周辺）光源による影響が特に大きいことが報告されている[21]。ルテイン
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は、青色光を吸収する性質があり、この性質によりグレア感度を改善すること

が示唆されている[9,12-14]。さらに、グレア感度は MPOD値と正の相関関係が

認められた報告がある[22]。以上の知見から、ルテインが青色光を吸収するこ

とによりグレア感度を改善することが考えられる。 
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